
本番システム(AS-IS)で発生する実際のトランザクションを、新規システム(TO-BE)上で
自動的に再現し、結果を比較！

網羅性 パフォーマンス

■ 移行時のテストにおける課題と対策

アプリ修正を最低限にした為、主
要箇所を主にテストしたが、細か
い仕様部分で不具合が・・・

ネットワークやサーバ変更等の影
響による性能低下は無いか？

トランザクション

の大量生成

AS-ISとTO-BEの

自動的なマッピング

AS-IS vs. TO-BE

比較検証

テストケースの

反復/自動実行

■４つのメリット

外部連携

テスト段階で外部連携部分も検
証しておきたいが、テスト環境では
限界が・・・

容易性 利便性 即時性 反復性

本番トランザクションによる現新比較検証サービス

移行検証では、現行に基づいてテストシナリオを作成してテストを行う場合が多く、このようなテストでは新システム稼働時の
処理の遅延や、潜在的な欠陥を取り除くことができません。PerfecTwinでは、本番システムの実際のトランザクションを再
現することで、既存のテスト方式の限界を克服し、パフォーマンスの課題を含めた完全に近い検証結果を得ることができます。
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PerfecTwinの概要

PerfecTwinの利点

PerfecTwinは、本番システム(AS-IS)のユーザ、
および連携機関が使用中に発生させたトランザク
ションを、新システム(TO-BE)にて自動的に再現し、
新システムの完成度や性能の比較検証ができる汎
用検証ソリューションです。

① 本番(AS-IS)のトランザクションを、そのままテストデータとして使用
     ・テストシナリオの作成が不要

② 本番(AS-IS)への大量の同時アクセスを、自動的に新環境(TO-BE)で再現
     ・テストの為の要員確保が不要 ・TO-BEの性能検証が実際のトランザクションを使って可能に

③ 本番(AS-IS)/新環境(TO-BE)のレスポンスデータを自動比較
    ・一致/不一致の結果検証が一目でわかる ・レスポンス時間を比較。ギャップ設定ができる

④ 同じトランザクションで、繰り返しテストが可能
    ・上手くいくまで同一処理をテスト（実データで正確なテストが出来る）

⑤ 本番(AS-IS)のトランザクションから、特定画面の操作を個別に実行
    ・テスト手順の効率化/自動化/正確性の向上

＜動作概念図＞

＜移行検証結果詳細パネル＞

＜現新Log比較パネル＞
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